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構成員からのヒアリング項目

療に関する事

○認知症患者に対する治療内容と治療経過について (現状 )

・BPSD、 身体合併症など患者の様態別の治療内容と治療経過

口通常の治療期間

・長期の治療による治療効果の有無

○精神科病院において認知症患者に対して行う医療の役割について

・役割についてどのように考えるか。

。その役害1を果たすために必要となる体制 (人員等 )

・地域の介護施設・事業所や医療機関との連携 (現状と必要性 )

・精神科入院医療を必要としなくなった患者の退院の現状 (退院させられ

ない理由も含め)

・認知症の症状、ADL、 IADLの 観点から、どのような支援があれば

退院可能か。

・介護に関する事

○認知症の利用者への対応について

い利用者に対 して行われている医療的支援及び福祉的支援の内容

‐医療機関との連携の状況

・対応できる認知症の方の症状、状況

・対応困難な認知症者の症状、状況

・対応する場合に必要となる体制 (人員等 )

○精神科病院において認知症患者に対して行う医療の役害1について

口医療の役割についての認識



護保険制度運営に関する事

○介護保険制度運営を担当する立場からの認知症入院患者の課題への認識

○次期介護保険事業計画での対応

ご家族に関する事

○認知症のご家族をお持ちの立場としての見解

口ご自身の経験から感 じたこと

口医療・介護との関わ り

(※ )医療と介護の狭間で支援の切れ 目を感 じたことがあったか。

・希望する生活の在 り方




